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日本植物病理学会 会員各位 
 

第28 回土壌伝染病談話会開催地事務局 
開催地委員長 田代暢哉 

 

第 28 回土壌伝染病談話会のご案内 

 

第 28 回土壌伝染病談話会を下記のとおり開催します．今回は基礎分野では研究方法とこれからの対応，応用面で

は九州地域で活躍している若手研究者の成果を中心にプログラムを構成しています．さらに，情報交換会では若手の

研究者を対象にした Soil borne disease challenge match を計画しました． 
万障お繰り合わせの上，奮ってご参加くださいますよう，お願い申し上げます． 

 
 

日  時 
平成28 年11 月8 日 火曜日10 時～18 時 （翌11 月9 日～10 日は同一会場で日本植物病理学会九州部会

が開催されます） 
 
会  場 

佐賀市  ホテル グランデはがくれ フラワーホール JR 佐賀駅南口から徒歩6 分 
（佐賀市天神2 丁目1 番36 号，電話：0952-25-2212  http://www.kourituyasuragi.jp/saga/） 

 
参加費 

一般 2,000 円（講演要旨集代を含む），学生・大学院生 無料 
情報交換会参加費 一般 6,000 円，学生・大学院生 2,000 円 
ともに当日，会場で申し受けます．情報交換会は研究仲間を増やし，議論を深めることが目的です．可能な限

りの参加を，お願いします． 
 
申し込み 

氏名・所属・一般（職位）／学生（学年）・情報交換会への参加の有無を syouji-kazuyuki@pref.saga.lg.jp （C.C
に tashiro-nobuya@pref.saga.lg.jp を必ず設定してください）まで e-mail にてお知らせください．メールの件名は 
「土壌伝染病談話会参加申し込み−お名前もしくは代表者名」」 としてください． 
Soil borne disease challenge match に参加を希望される方は参加申し込みの際にチーム名と構成メンバーをお

知らせください． 
受け付け完了の連絡はメールにてメール受信 3 日後までに送付します．メールが届かない場合には正しく受

け付けられていない可能性がありますので，再送付してください． 
要旨集のみをご希望の方は開催地事務局にお知らせください．1 部1,000 円（送料込み）にて配布予定です． 

 
申し込み締切  

平成28 年10 月14 日 金曜日 
 
 

プログラム（予定） 
 

第一部 土壌病害の研究方法 

セッション 1 : 土壌微生物の観察とモニタリング （10:05～11:35） 

1） フザリウム選択培地（西村培地）を用いたタマネギへ病原性を有する菌の密度推定 
                                                  佐賀県上場営農センター 正司 和之 

2） リアルタイム PCR によるジャガイモそうか病菌の動態解明への応用と課題 
鹿児島県曽於畑地かんがい農業推進センター 西 八束 

3） 生体染色と特異的染色 
                                                 佐賀大学農学部 染谷 孝 



 
セッション 2 : 土壌病害研究におけるデータの解析 （11:35～12:05） 

1） 根頭がんしゅ病生物防除研究を例として 
                        農研機構 西日本農業研究センター 川口 章 

 

第二部 最新の土壌病害管理技術  －九州地域での取り組み－ 

セッション 1 : 果樹病害 （13:10～14:20） 

1） ナシ白紋羽病に対するフルアジナム剤の特性を踏まえた予防処理の重要性と根接ぎによる樹勢回復 
                                             佐賀県農林水産部 井手 洋一 

2） 果樹類白紋羽病に対する温水治療技術のビワへの応用 
                                                 長崎県農林技術開発センター 内川 敬介 

3） カンキツ褐色腐敗病の感染成立要因解析に基づく殺菌剤の効果的利用 
佐賀県果樹試験場 野口 真弓 

 
セッション 2 : 野菜・畑作病害 （14:25～16:25） 

1） アスパラガス連作障害回避のための湛水太陽熱処理 

             佐賀県農業試験研究センター 田川 愛 

2） ショウガ根茎腐敗病に対して生産者が納得して使える薬剤防除体系 

熊本県農業研究センター 森山 美穂 

3） ジャガイモ青枯病菌の病原性と生態的防除の試み 

長崎県農林技術開発センター 菅 康弘 

4） キャベツ根こぶ病に対する作付時期を考慮した総合防除 

鹿児島県曽於畑地かんがい農業推進センター 樋口 康一 
 

第三部 これからの土壌病害対応 （16:30～18:00） 

1. ヘソディム（HeSoDiM）の普及に必要なこと －研究・事業・人材－ 
    NPO 法人 圃場診断システム推進機構 對馬 誠也 

2. 土壌病害防除を目的とした土壌分析 
1） 事業の実際と今後の課題  

アグロカネショウ株式会社 美野 光哉 
2） 分析結果の現地への適用と課題 

アグロカネショウ株式会社 難波 典博，遠藤 公志郎 

3） 現地農家からのビデオメッセージ 
 

3. 土壌病害に取り組む若い研究者へのメッセージ 
                             日本農薬株式会社 松崎 正文 

 
第四部 情報交換会 （18:15～20:45） 

1. Soil borne disease challenge match 
土壌病害，土壌病原菌，防除法などに関する厳選 30 問に回答して，理解を深めるものです．1 チームは 2～3 人

（参加資格は 40 歳以下の若手）でお願いします．個人での参加はご遠慮ください．参加者全員に参加賞，ならび

に成績上位チームには開催地の佐賀県が誇る豪華特産物を用意しています． 
 

2. 所属，研究，技術開発などの紹介 
 
 
開催地事務局 （申し込み・問い合せ先） 
 

〒847- 0326 唐津市鎮西町早田1471- 6 佐賀県上場
う わ ば

営農センター内 

TEL 0955-82-1930  FAX 0955-51-1023 
開催地委員長 田代 暢哉  E-mail; tashiro-nobuya@pref.saga.lg.jp 
運営委員 正司 和之  E-mail; syouji-kazuyuki@pref.saga.lg.jp 


